
秋のワールドカップに向け合宿する全日本バレーボールチーム
（写真中央）と日本トップレベルの指導を受けた小学生たち。
柳本昌一監督からは「各選手とも基本がしっかりしていて、礼
儀正しくよく鍛えられていますね。」とおほめのことば。また、
苫前町の印象は「練習環境（施設）が整っており、基礎体力の

強化を図ることができた。宿泊施設（ななかまどの館）も家庭的で合宿
に専念することができました。」と満足していた。
（監督は、苫前産スイートコーンが大好きでした。）

このマチに

生きてふるさと

新　時　代

力昼小学校５年　福
ふく

井
い

知
かず

良
しげ

さん

発行／北海道苫前町　　編集／企画振興課広報広聴係

標語 ニュース見て　いじめが増えても　まねするな

2003／ 9
№505

柳本昌一監督
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八
月
四
日
（
苫
前
町
公
民
館
）
及

び
同
月
十
一
日
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

の
両
日
に
各
町
内
会
役
職
員
が
参
集

し
、
国
に
お
け
る
現
在
の
市
町
村
合

併
問
題
で
の
方
針
並
び
に
、
町
財
政

の
現
状
と
財
政
健
全
化
へ
の
取
組
状

況
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。
今
後

は
、
総
理
大
臣
の
諮
問
機
関
（
地
方

制
度
調
査
会
）
の
最
終
答
申
（
本
年

十
一
月
予
定
）
の
内
容
次
第
で
は
、

市
町
村
合
併
特
例
法
に
お
い
て
市
町

村
合
併
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
状
況
と

な
る
た
め
、
早
々
に
今
の
現
状
を
町

民
の
皆
様
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

各
地
域
で
の
説
明
会
開
催
に
つ
い
て

各
町
内
会
へ
要
請
を
図
っ
た
。

本
年
四
月
に
地
方
制
度
調
査
会
中

間
報
告
が
発
表
さ
れ
、「
財
政
優
遇
措

置
は
平
成
十
七
年
三
月
ま
で
に
議
会

で
議
決
し
、
知
事
へ
申
請
す
る
こ
と
」

と
し
、
そ
れ
以
降
の
合
併
に
は
財
政

優
遇
措
置
は
継
続
し
な
い
考
え
が
示

さ
れ
た
。
ま
た
、「
小
規
模
市
町
村
に

対
し
、
地
域
自
治
組
織
へ
の
移
行
を

勧
告
で
き
る
権
限
を
都
道
府
県
に
与

え
財
政
的
条
件
が
不
利
な
た
め
、
合

併
の
意
向
を
持
ち
な
が
ら
合
併
で
き

な
い
市
町
村
は
、
都
道
府
県
が
編
入

先
を
決
め
る
」
と
い
っ
た
内
容
で
あ

り
、
今
後
の
同
調
査
会
で
の
審
議
の

行
方
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

留
萌
管
内
で
は
「
留
萌
地
域
合
併

問
題
研
究
会
」
を
発
足
し
、
現
在
北

部
・
中
部
・
南
部
の
三
地
域
に
分
か

れ
、
分
科
会
討
議
を
重
ね
て
お
り
、

本
町
の
財
政
状
況
で
は
収
入
役
ポ
ス

ト
の
廃
止
、
町
長
並
び
に
特
別
職
の

給
与
一
部
カ
ッ
ト
や
管
理
職
手
当
一

部
カ
ッ
ト
の
他
節
電
・
節
約
、
補
助

金
の
見
直
し
な
ど
経
費
節
減
に
努
め

て
い
る
が
こ
の
ま
ま
交
付
税
の
削
減

が
進
め
ば
、
赤
字
団
体
と
な
る
見
込

み
も
示
さ
れ
た
。

本
町
で
は
、
市
町
村
合
併
特
集
号

を
月
二
回
の
ペ
ー
ス
で
発
行
し
住
民

周
知
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

各
地
域
で
の
住
民
説
明
も
必
要
不
可

欠
と
考
え
て
お
り
、
九
月
上
旬
に
全

町
民
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
す
る

予
定
。

詳
し
く
は
企
画
振
興
課
ま
ち
お
こ

し
係
ま
で
。

三
重
県
長
島
町
と
友
好
町
締
結

（
昭
和
56
年
）か
ら
22
年
目
を
迎
え
、

今
年
は
長
島
町
校
長
会
親
善
訪
問

団
（
西
浜
幸
代
長
島
町
校
長
会
会

長
団
長
他
５
名
）
が
８
月
８
日
に

来
町
。
一
行
は
、
午
前
11
時
30
分

に
役
場
に
お
い
て
、
森
町
長
並
び

に
廣
瀬
教
育
長
ら
町
職
員
に
迎
え

ら
れ
る
中
、
表
敬
訪
問
を
終
え
国

内
最
大
の
風
力
発
電
施
設
（
上
平
）

や
三
渓
羆
事
件
復
元
地
（
三
渓
）

な
ど
町
内
各
施
設
を
視
察
し
た
後
、

宿
泊
先
で
あ
る
「
と
ま
ま
え
温
泉

ふ
わ
っ
と
」
へ
移
動
し
、
教
育
委

員
並
び
に
町
内
各
小
中
学
校
長
と

懇
談
を
行
い
、「
三
渓
羆
事
件
現
場

を
見
て
、
あ
ら
た
め
て
開
拓
当
時

の
労
苦
を
実
感
し
た
。
予
想
以
上

に
町
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。」と

感
想
を
述
べ
て
い
た
。
一
行
は
翌

日
、
長
島
神
社
を
参
拝
し
て
か
ら

苫
前
町
を
後
に
し
、
２
日
間
の
交

流
を
終
え
た
。

今年も見事に文字入りメロンが完成した。
栽培しているのは、九重で農業を営む小川定夫さん

（68歳）。小川さんは、軟らかいうちに傷つくと跡が残る
ことをヒントに、８年前から栽培し、友人知人やその年の
話題の人に贈呈している。
今年は、古丹別歯科診療所に「歯を大切に」、古丹別駐

在所に「交通安全」、森町長
に「祝町長」のほか、オロ
ロントライアスロン６連覇
中の村上純子さんへ「７連
覇に向かって」の文字入り
メロンを贈り、「大事に仏壇
にお供えしています」とお
礼の電話があったとのこと。
「いろんな人を応援するのが
大好き」と来年はどんな文
字入りメロンを作ろうか早
くも思案している。
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苫前町戦没者追悼式

式
は
、「
…
志
を
半
ば
に
し
て

白
い
布
に
包
ま
れ
、
四
角
い
木

箱
の
空
虚
な
形
で
帰
っ
て
き
た

時
、
…
悲
し
み
は
ど
れ
ほ
ど
の

重
さ
で
故
郷
苫
前
の
山
野
に
広

が
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
」
と
遺
族

の
胸
に
響
き
わ
た
る
『
追
悼
の

誌
』
が
式
場
に
流
れ
、
参
列
者

全
員
に
よ
る
「
君
が
代
」
を
斉

唱
。
さ
ら
に
戦
死
さ
れ
た
百
二

十
二
柱
の
御
霊
に
黙
と
う
を
捧

げ
、
白
菊
を
献
花
し
と
こ
し
え

の
安
ら
ぎ
を
願
っ
た
。

実
行
委
員
長
で
あ
る
森
町
長

か
ら
「
わ
が
国
は
今
、
平
和
の

礎
と
な
ら
れ
た
ご
英
霊
の
ご
加

護
と
国
民
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と

に
よ
り
発
展
を
続
け
て
お
り
、

平
和
で
豊
か
な
今

日
こ
そ
、
不
幸
な

歴
史
を
反
省
し
、

若
い
世
代
に
語
り

継
ぎ
、
豊
か
な
町

づ
く
り
の
た
め
、

一
層
努
力
を
積
み

重
ね
ま
す
。」
と

式
辞
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
星
野

町
議
会
議
長
、
北

海
道
知
事
、
北
海

道
連
合
遺
族
会

長
、
森
町
遺
族
会

長
か
ら
「
追
悼
の

こ
と
ば
」
が
捧
げ

戦後５８年目を迎える８月２２日、無宗教での開催

（八回目）となる苫前町戦没者追悼式が、苫前町福祉セ

ンター大ホールにおいて、遺族らと関係者約８０名が

参列し、しめやかに執り行われた。

１２２柱の御霊よ！安らかに

ら
れ
、「
平
和
こ
そ
が
御
霊
の
安
ら
ぎ

で
あ
り
、
た
た
え
る
道
」
と
感
慨
深

く
述
べ
ら
れ
、
つ
ら
く
悲
し
い
歴
史

と
人
命
の
尊
さ
を
偲
ん
だ
。

ま
た
、
苫
前
町
遺
族
会
で
は
追
悼

式
終
了
後
、
午
後
零
時
十
五
分
か
ら
、

苫
前
神
社
に
あ
る
忠
魂
碑
に
参
拝

し
、
亡
き
御
霊
に
哀
悼
の
意
を
捧
げ

て
い
た
。

★ＣＳのデジタル放送で「熊嵐」を
見ました。すごいショックでした。
一度行ってみたいと前から思ってい
ました。
14.8.12 福井県武生市　男性

★娘が苫前町に勤めることが出来、
そのおかげで、ここを訪ねることが
出来ました。父も雨竜の山奥で開拓
者として苦難をしたということもあ
って、身につまされる思いです。

14.8.12 娘の父親
★吉村昭の「熊嵐」を読んできまし
た。ヤバそうな雰囲気がビンビン伝
わってきます。生活のため、このよ
うな山奥に分け入り、そして惨劇に
見舞われた開拓者の冥福を祈ります。

自転車で１人で来たのでとても怖い
です。怖いと言えば粉引き機械の出
す‘ゴッゴッ‘という重い音がすご
く怖い。最初に来たとき妙な音がす
るから「熊か」と思い泣きそうにな
りました。

14.8.21 富山県　男性
★前日、ここの物語を聞きました。
怖い。今、ホームスティの両親と一
緒に来ています。

14.8.23 台湾（留学生）
（イメージアップ苫前推進協議会）

～感想記帳拾い読み～その四

苫
前
ひ
ぐ
ま

ハ
ム
ク
ラ
ブ
で

は
、
国
内
最
大

の
風
力
発
電
所

を
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
、
国
土
交
通

省
の
許
可
に
よ

り
コ
ー
ル
ナ
ン

バ
ー
を
取
得
し
、

八
月
十
・
十
一

の
二
日
間
古
丹

別
緑
ヶ
丘
ス
キ

ー
場
ロ
ッ
ジ
に

お
い
て
、
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
に
よ
る
国
内
最
大
の
風

力
発
電
啓
発
情
報
に
つ
い
て
発
信
を

行
っ
た
。

こ
の
事
業
は
今
年
で
三
回
目
、
会

員
二
十
三
名
の
交
代
制
で
十
八
時
間

（
二
日
間
合
計
）千
五
百
局
以
上
と
交

信
し
続
け
、
交
信
で
き
た
相
手
に
は

上
平
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
の
絵
は

が
き
を
送
付
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

ま
た
、
交
信
に
よ
り
現
在
の
風

速
や
発
電
量
、
発
電
規
模
な
ど
風

力
発
電
に
関
す
る
質
問
に
答
え
て

い
た
ほ
か
、
台
風
十
号
の
影
響
か

ら
、
そ
の
被
害
状
況
な
ど
も
交
信

相
手
か
ら
提
供
を
受
け
て
い
た
。
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留萌信金＆ラブTOMA21

８月６日留萌信用金庫苫前支店職員並びに
ラブＴＯＭＡ２１メンバー１２名が、昨年に
続き、清掃奉仕活動で地域に貢献しようとホ
ワイトビーチ砂浜のごみ拾いを実施。
今回は、既にオープンしているホワイトビ
ーチのため、流木など大きなごみはなかった
ものの、たばこの吸殻や花火の燃えかすなど
１０袋のごみを拾い集めた。
「思った以上に吸殻が多いなあ」と口をそろ
え、利用者のマナーに首をかしげていた。な
かには、海水浴客が捨てた浮き輪も。

八
月
二
十
日
古
丹
別
保
育
所
で

「
夏
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
、
園
児
や

保
護
者
な
ど
百
五
十
名
が
参
加
し
、

出
店
で
の
買
い
物
や
ゲ
ー
ム
、
盆
踊

り
を
楽
し
ん
だ
。
こ
の
夏
祭
り
は
、

今
年
で
十
七
回
目
と
す
っ
か
り
地
域

の
お
ま
つ
り
に
定
着
し
て
い
る
。

出
店
は
、
す
べ
て
保
護
者
の
手
作

り
と
あ
っ
て
、
園
児
ら
は
小
銭
を
片

手
に
カ
キ
氷
や
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な
ど

の
買
い
物
体
験
し
な
が
ら
、
味
わ
っ

て
い
た
。
ま
た
、
盆
踊
り
で
は
、
子

ど
も
達
に
母
親
や
祖
父
母
も
加
わ
り
、

夏
の
ひ
と
時
を
楽
し
み
、
子
ど
も
達

に
笑
顔
が
た
え
な
か
っ
た
。

マ
イ
マ
イ
蛾
は
十
年
周
期
で
異
常

発
生
し
、
２
〜
３
年
続
く
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
７
月
中
旬
か
ら
飛
び
交

い
は
じ
め
、
住
宅
密
集
地
で
強
い
薬

品
が
使
え
ず
、
放
水
も
目
立
っ
た
効

果
が
上
が
ら
ず
駆
除
が
難
し
い
た
め
、

卵
の
時
期
か
ら
の
か
き
と
り
な
ど
に

つ
い
て
お
願
い
し
ま
す
。

☆
産
卵
後
は
死
滅
す
る
の
で
、
発
生

が
お
さ
ま
る
ま
で
清
掃
願
い
ま
す
。

☆
卵
を
見
つ
け
た
ら
除
去
し
ま
し
ょ

う
。（
卵
は
越
冬
し
て
来
春
に
毛
虫

と
な
り
ま
す
）

☆
毒
蛾
の
一
種
で
す
が
毒
針
毛
が
な

い
の
で
、
触
れ
て
も
通
常
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
乳
幼
児
や
皮
膚

の
弱
い
方
は
か
ぶ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

（
町
民
課
け
ん
こ
う
係
）

マ
イ
マ
イ
蛾
発
生
は

卵
か
き
と
り
が
効
果

10月15日～10月31日 

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署　�４-２３２１
〃　　　　古丹別支署　�５-４１１９

統一標語

重点目標

秋の全道火災予防運動は、暖房機器の使用等により

火災が発生しやすい季節を迎えるに当たり、火災予防

思想の高揚を図り、火災の発生を防止し、特に住宅火

災による高齢者等の死者を大幅に減少させることを目

指すものです。

☆　防火査察立ち入り検査の実施
以下の日程で各家庭への立ち入り検査を実施

しますので、訪問の際にはご協力方お願いいた

します。

実施期間
１０月１５日～１０月３１日
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小
田
観
螢
没
後
30
年
記
念
事
業
の

た
め
、
歌
詞
『
新
墾
』（
に
い
は
り
）

主
宰
者
で
あ
る
足
立
敏
彦
氏
並
び
に

同
歌
詞
選
者
椎
名
義
光
氏
他
２
名
が

７
月
25
日
に
本
町
を
訪
れ
た
。
北
海

道
歌
壇
の
重
鎮
で
あ
り
、
本
歌
詞
の

初
代
主
宰
で
あ
る
小
田
観
螢
の
業
績

を
た
ど
る
記
念
事
業
の
一
環
で
、「
北

海
道
の
小
田
観
螢
歌
碑
」（
道
内
８
箇

所
）
絵
は
が
き
を
作
成
す
る
た
め
、

苫
前
町
公
民
館
横
に
移
設
さ
れ
て
い

る
歌
碑
の
撮
影
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

絵
は
が
き
は
、
各
会
員
に
配
布
さ
れ

る
ほ
か
一
部
販
売
も
予
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
の
記
念
事
業

小田観螢（本名・小田哲弥）
明治19年岩手県に生まれ、同33年に小樽市へ移住。翌34年に小学
校の代用教員となる。明治37年に、九重簡易教育所へ赴任となり、同
40年までの４年間をこの苫前町で過ごし、晩年の作家活動の基礎がこ
の地で育まれ、合わせて高橋観水（新万葉集五首入選者）など数多く
の文芸家を育て、この地域における文学活動の礎を築かれた。その功
績は現在の「苫前町文芸を語る会」に継承されている。観螢は、その
後、歌詞「潮音」の顧問をする中、『新墾』を主宰し、数々の文学作
品を残している。その功績を讃え、九重地区有志により昭和32年古丹
別緑ヶ丘公園に歌碑が建立された。（現在の公民館横に移設）。昭和48
年１月１日米寿を前に他界。

と
し
て
、
小
田
観
螢
処
女
歌
集
『
隠

り
沼
』（
こ
も
り
ぬ
ま
）
を
短
歌
新
聞

社
文
庫
と
し
て
の
発
刊
（
９
月
）
や

記
念
講
演
（
10
月
）
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。
足
立
氏
は
、「
こ
れ
を
機

に
、
会
員
の
皆
様
に
小
田
観
螢
の
功

績
を
再
確
認
し
て
ほ
し
い
。」と
語
っ

て
い
た
。

役場前駐車場でテント作戦
「バイクの日」にちなんだ交通安全街頭
啓発作戦が、８月１９日役場前駐車場で行
われ、国道２３２号線を通行するライダー
たちに地元名産メロン及びスイートコーン
と手作り手芸マスコット（立花苫前駐在所
長作製）が提供され、安全通行を呼びかけ
た。
午前10時半晴天の中、国道を通行する
ライダーたちが警察官の誘導に、不安げな
面持ちで駐車場に次々と入ってきた。バイ
クの日街頭啓発と知るや一転しテント内に
用意されたメロンやスイートコーンをほお
ばり、「お～いし～い。」の笑顔。
滋賀県大津市の治村卓也さんは、「止め
られた時は、やべ～と思った。メロンとス
イートコーンは大好きです。」と立ち寄っ
たライダー達との話も弾んでいた。
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教
室
は
、
本
町
で
合
宿
中
の
全
日

本
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
団
21
名

全
員
で
指
導
に
当
た
り
、
ア
ッ
プ
方

法
（
準
備
運
動
）
や
レ
シ
ー
ブ
、
ト

ス
、
ス
パ
イ
ク
な
ど
の
技
術
面
ま
で

細
か
に
指
導
。
選
手
を
交
え
て
の
ミ

ニ
ゲ
ー
ム
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
、

憧
れ
の
ス
タ
ー
た
ち
に
囲
ま
れ
、
夢

の
よ
う
な
時
間
が
過
ぎ
て
い
た
。
生

徒
か
ら
の
「
試
合
前
の
こ
こ
ろ
が
け

て
い
る
こ
と
は
？
」
の
質
問
に
は
、

「
平
常
心
を
保
ち
、
ミ
ス
を
し
な
い

よ
う
心
が
け
る
」（
熊
前
選
手
）「
自

信
を
持
っ
て
プ
レ
ー
す
る
こ
と
」（
吉

原
選
手
）
と
答
え
て
い
た
。
中
に
は
、

し
っ
か
り
サ
イ
ン
を
も
ら
っ
た
子
も

い
た
。

８月10日午前10時から町スポーツセンターにおいて、全
日本女子バレーボール選手によるバレーボール教室が行わ
れ、町内小中学生４２名が参加した。また、合宿におけるス
ポーツセンター来場者は、７日間延べ６５８名に達した。

第17回日本海オロロンライン
トライアスロン国際大会
兼　第６回北海道選手権大会

８月２４日開催されたトライアスロン大会は、晴天の中
３２７名と７チームが出場し、2,500名のボランティアに
より留萌管内を舞台に開催され、リレーの部で苫前アイア
ンマンクラブが堂々の第３位に入賞を果たした。

各
選
手
は
増
毛
町
の
ス
イ
ム
２
ｋ

ｍ
を
午
前
６
時
30
分
に
ス
タ
ー
ト
し
、

バ
イ
ク
が
幌
延
町
で
折
り
返
し
、
遠

別
町
ま
で
の
２
０
０
・
９
ｋ
ｍ
、
そ

し
て
羽
幌
町
ま
で
の
ラ
ン
４
１
・
８

ｋ
ｍ
と
総
距
離
２
４
４
・
７
ｋ
ｍ

（
制
限
時
間
の
午
後
８
時
30
分
）の
ゴ

ー
ル
を
目
指
し
、
２
７
２
名
及
び
５

チ
ー
ム
が
完
走
（
完
走
率
83
％
）
を

果
た
し
た
。
競
技
は
好
天
に
恵
ま
れ

た
が
、
バ
イ
ク
後
半
の
向
か
い
風
に

選
手
は
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。

苫
前
町
出
場
選
手
は
、
苫
前
ア
イ

ア
ン
マ
ン
ク
ラ
ブ
（
服
部
千
春
・
佐

々
木
匡
・
合
田
真
智
子
）
が
リ
レ
ー

の
部
で
堂
々
第
３
位
に
入
賞
を
果
た

し
、
個
人
選
で
は
出
野
浩
司
さ
ん
53

位
、
伊
藤
優
さ
ん
１
１
７
位
、
佐
藤

隆
裕
さ
ん
１
２
２
位
と
昨
年
の
順
位

を
上
回
っ
た
が
、
早
川
尚
さ
ん
と
長

島
町
か
ら
参
加
の
市
野
善
隆
さ
ん
は
、

惜
し
く
も
初
山
別
エ
ー
ド
（
21
ｋ
ｍ

地
点
）
で
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
と
な
っ
た
。

今
回
第
３
位
と
な
っ
た
リ
レ
ー
チ

ー
ム
服
部
千
春
さ
ん
（
ス
イ
ム
種
目

別
タ
イ
ム
50
位
）
と
合
田
真
智
子
さ

ん
（
ラ
ン
種
目
別
タ
イ
ム
52
位
）
は
、

「
是
非
個
人
選
に
出
場
し
た
い
。」
と

意
欲
を
見
せ
て
い
た
。

☆出場選手の記録☆

リレーチーム合田真智子さんの感動のゴール

苫前町トップでゴールする出野浩司選手

憧れの全日本女子選手 
 

順 位

５３

１１７

１２２

－

－

３

氏　　名

出 野 浩 司

伊 藤 　 優

佐 藤 隆 裕

市 野 善 隆

早 川 　 尚

苫前アイアン
クラブ

水　泳

40：34

36：39

38：28

44：04

41：53

服　部

33：42

佐々木

7:00:05

合　田

4:12:40 11:46:27

自転車

6:22:19

6:37:48

6:48:20

7:27:26

7:35:29

マラソン

4:36:34

5:18:35

5:08:45

－

－

総合タイム

11:39:27

12:33:02

12:35:33

－

－
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激走７日間25名のドラマ！
５２０Ｋｍを全員ゴール

同
塾
は
、
子
ど
も
達
に
自
然
の
中

で
の
生
活
体
験
を
与
え
よ
う
と
平
成

11
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
、
自
転
車
ツ

ー
リ
ン
グ
は
昨
年
の
支
笏
湖
往
復
４

５
０
Ｋ
ｍ
に
続
き
２
回
目
。

今
回
は
、
函
館
市
を
出
発
し
、
国

道
５
号
線
を
長
万
部
・
倶
知
安
、
穂

別
峠
と
北
上
。
小
樽
、
石
狩
を
経
由

し
て
、
当
別
・
月
形
の
国
道
２
７
５

号
線
に
で
て
、
沼
田
・
留
萌
を
経
由

し
、
苫
前
町
に
到
着
す
る
走
行
距
離

５
２
０
Ｋ
ｍ
。
参
加
者
は
、
バ
ン
ガ

ロ
ー
な
ど
を
利
用
し
な
が
ら
の
キ
ャ

ン
プ
生
活
で
、
完
走
を
目
指
し
た
。

途
中
、
発
熱
か
ら
休
養
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
参
加
者
も
い
た
が
、
最
終

日
は
「
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
」

前
に
父
母
ら
家
族
が
見
守
る
中
、
全

とままえふるさと塾・自転
車ツーリングが、町子ども
会育成連絡協議会と町教育
委員会の主催により、７月
27日から８月２日までの６
泊７日で行われ、小学５年
生以上の小・中学生25名
（町内15名、羽幌４名、増毛
５名、札幌１名）参加者全
員が８月２日午後４時無事
ゴールを果たした。

員
元
気
よ
く
ゴ
ー
ル
し
て
い
た
。

一
番
つ
ら
か
っ
た
事
は
、
参
加
者

皆
口
を
そ
ろ
え
て
「
坂
道
が
大
変
だ

っ
た
」「
長
か
っ
た
」
と
答
え
、
一

番
の
思
い
出
は
、「
友
達
が
で
き
て

楽
し
か
っ
た
。」「
完
走
で
き
た
。」

と
疲
れ
き
っ
た
顔
の
中
に
も
、
達
成

感
に
満
た
さ
れ
た
表
情
に
輝
き
を
見

せ
て
い
た
。
今
回
、
引
率
し
た
森
社

会
教
育
主
事
は
「
参
加
さ
れ
た
児
童

生
徒
は
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
、

目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
強
い
精

神
力
と
そ
の
目
標
を
達
成
で
き
た
時

の
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
各
中
継
点
で
は
、
互

い
に
励
ま
し
あ
い
、
遅
れ
た
者
を
拍

手
で
迎
え
る
仲
間
意
識
が
自
然
と
芽

生
え
て
い
た
。」
と
語
っ
て
い
た
。

参
加
し
た
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
「
完

走
お
め
で
と
う
」、引
率
者
の
皆
さ
ん

「
ご
苦
労
様
で
し
た
。」

～第２４回町民ソフトボール大会～

８月３日苫前町野球場外２会場において、第24回町民ソ
フトボール大会が開催され、小雨の降りしきる悪天候の中、
熱戦の末苫前地区でメンバー構成されている「ゲッツ」（監
督金子智広）が堂々初優勝を飾った。大会は、町内11チー
ム（131名）が参加し、「ハイソーズ」の立松選手の選手宣
誓で開幕。予選は３ブロックで行われ、予選を勝ち抜いた
三チームの決勝リーグで、勝敗を競い合った。 出場選手
の中には、プロレス会のヒーロー「ミルマスカラス」の覆
面姿でプレーする選手や往年の名選手が好プレー珍プレー
を披露し、観客を楽しませてくれるていた。

最終日

苦闘の末、家族との再会

６日目

沼田から元気にゴール79.5km

５日目

月形から沼田へ87.2km

４日目

小樽から月形へ92.1km
２日目

１日目

３
日
目

出発前日の函館見学

函館を出発目指せ長万部112km

水分補給は欠かせない
倶知安小樽間68.6km

羊蹄山麓でひと休憩 長万部から倶知安79.5km

大会結果は次のとおり。
◇優　勝　「ゲッツ」
◇準優勝
「だから言ったべよ～」

◇３　位　「ウイリアムズ橋場」

「ゲッツ」初優勝
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日　時
場　所
種　目
対　象
参加料

９月21日(日) 受付：８時30分開会：９時　〈小雨決行〉
集合：苫前商業高校グラウンド　コース：高校～小川法面折り返し
マラソン(１・２・３・５km) ウォーキング(古丹別市街地１・２km)
全町民
一人200円(高校生以下は無料)

※詳しくはスポーツセンターまでお問い合せください。

日　時

場　所
定　員

９月は｢Excel(エクセル)｣基礎編です。表やグラフ
が簡単に作ることができるようになります！

パークゴルフ場を利用する場合は
ゴミをすべて持ち帰ることになっ

ていますが、
最近、放置さ
れている事が
よ く あ り ま
す。みなさん
の施設です。
お互いに気持
ちよく使える
ように心がけ
ましょう。

９月16日(火)～19日(金)
19時～21時(４日間とも)
古丹別小学校パソコン室
12名

今年度も９月より｢子どもセンター｣を開設します。
情報誌発行などの情報提供を中心に、子どものい
きいきとした活動を応援します。公民館図書室の
パソコンでもインターネットによる情報が得られ
ます。どうぞご活用下さい。

一日図書室フェスティバルは図書室のおまつりです。図書に関わ
るたくさんのイベントを行いますのでぜひ足を運んでください。
☆道立図書館職員によるエプロンシアター
(エプロンを舞台にした読み聞かせ)
☆講演会｢読み聞かせの大切さ｣
☆あけぼの号(移動図書館車)からの本の貸出
☆展示(テーマごとに本を紹介)
☆本のリサイクル市(図書や雑誌の無料提供)
☆図書室サポーターによる読み聞かせ
※図書室サポーターを募集中です。興味のある方は公民館図書室まで!

あなたも太鼓を
叩いてみませんか？

この機会に是非ご連絡を！

～連　絡　先～
豊饒太鼓保存会
倉田浩司　５－４０６７
花井秀昭　５－４１８８
若しくは、公民館まで

お問い合せ･ご相談は
～あなたの生涯学習、応援します～

苫前町公民館 ……………… 電話５－４０７６
苫前町スポーツセンター … 電話５－４５１５

パークゴルフ愛好会が自主制作
した看板が設置されています
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子
ど
も
に
と
っ
て
噛
む
こ
と
が

ど
れ
だ
け
大
切
か
い
く
つ
か
あ

げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
唾
液
（
消
化
液
）
が
た
く
さ

ん
出
て
消
化
を
助
け
ま
す
。

▽
あ
ご
や
歯
ぐ
き
を
頑
丈
に
し

ま
す
。
土
台
が
良
い
と
生
え

て
く
る
歯
も
丈
夫
に
な
り
ま

す
。

▽
あ
ご
や
口
の
周
り
の
筋
肉
が

発
達
し
、
言
葉
の
獲
得
や
発

音
を
助
け
ま
す
。

▽
歯
の
健
康
は
全
身
に
影
響
し

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、「
歯
が
不
健
康

で
よ
く
噛
め
な
い
」「
歯
並
び
が

悪
い
」
な
ど
と
と
い
う
こ
と
が

あ
る
と
、
お
子
さ
ん
の
全
身
の

成
長
・
発
育
に
影
響
が
及
び
ま

す
。

歯
磨
き
の
習
慣
を
つ
け
よ
う

お
子
さ
ん
が
興
味
を
持
っ
て

こ
こ
数
年
の
幼
児
健
診
で
、

一
歳
六
ヶ
月
か
ら
三
歳
の
間
に

虫
歯
に
な
る
お
子
さ
ん
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
大

切
な
歯
は
、

保
護
者
の
皆

さ
ん
が
守
っ

て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
ネ
。

乳
歯
は
確
か
に
抜
け
て
し
ま

い
ま
す
が
、
そ
の
下
に
は
永
久

歯
が
生
え
る
準
備
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
乳
歯
が
不
健
康

で
あ
る
と
永
久
歯
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

よ
く
噛
ん
で
丈
夫
な
歯
！

歯
は
、
食
べ
物
を
噛
み
砕
く

と
い
う
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

現
代
人
は
、
噛
む
回
数
が
少
な

く
な
り
、
あ
ご
が
小
さ
く
な
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

乳
歯
が
生
え
変
わ
る
と

安
心
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

む
し
歯
知
ら
ず
の

歯
に
し
よ
う
！

自
分
で
歯
を
磨
く
よ
う
、
歯
み

が
き
を
習
慣
化
し
ま
し
ょ
う
。

三
〜
四
歳
ま
で
は
保
護
者
の
仕

上
げ
磨
き
を
必
ず
行
う
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

お
や
つ
は
メ
リ
ハ
リ
を

糖
分
が
口
の
中
に
あ
る
状
態

が
長
く
続
く
と
、
そ
れ
だ
け
虫

歯
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

食
べ
た
あ
と
は
、
う
が
い
や
歯

磨
き
を
す
る
こ
と
、
ダ
ラ
ダ
ラ

食
い
は
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
ジ
ュ
ー
ス
や
ス

ポ
ー
ツ
飲
料
も
糖
分
が
非
常
に

多
く
含
ま

れ
て
い
ま

す
の
で
飲

ま
せ
る
時

間
や
量
に

注
意
が
必

要
で
す
。

フ
ッ
素
塗
布
を
行
い
ま
し
ょ
う

フ
ッ
素
に
は
歯
を
丈
夫
に
し

て
虫
歯
に
な
り
に
く
く
す
る
作

用
が
あ
り
ま
す
。
町
で
は
満
一

歳
〜
五
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
へ

の
フ
ッ
素
塗
布
を
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
是
非
御
利
用
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
町
民
課
け
ん
こ

う
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

健

康

ば

ん

ざ

い

「
乳
幼
児
の
虫
歯
予
防
に
つ
い
て
」

今
月
の
担
当
は
桧
森
保
健
師
で
す
。

家の中のわずかな段差や手すりのない廊下など、高齢者に
とって移動の妨げや転倒の原因となることがあります。段差
の解消や手すりの設置は、高齢者の自立した日常生活を助け
るとともに、転倒事故の未然防止、移動の負担軽減で介護者
の負担も軽くすることになります。介護保険制度では、この
ような住宅改修に対する給付の適用がありますのでご利用く
ださい。

安心して暮らせる

住 宅改修

Ｑ　支給額はどの位ですか？

Ａ　改修にかかった費用の９割

（限度額２０万円）が支給されま

す。利用者負担は、残りの１割と

なりますが、限度額を超えた費用

や保険対象外の工事費用は全額自

己負担となります。なお、改修に

かかった費用はいったん全額負担

していただき、後日、その対象費

用の９割が支給（返還）されます。

Ｑ　支給を受けるには、どんな手続
きが必要ですか？

Ａ　次の書類を揃えて、町へ提出し

ていただきます。

①　住宅改修費支給申請書

（添付書類）

②　工事にかかった明細がわかる書

類及び領収書

③　住宅改修が必要な理由書

（介護支援専門員等が作成したもの）

④　改修前後の日付等がわかる写真

⑤　住宅所有者の承諾書

（住宅所有者が異なる場合）

Ｑ　どんな人が、どんなときに利用でき
ますか？

Ａ　介護保険で要支援または要介護と認

定された方が安全な生活を確保するた

めに小規模な住宅改修を行った場合利

用できます。

（対象となる住宅改修）

①　身体を支える手すりの設置

②　段差をなくすスロープ等の設置

③　滑りを防ぐ床や通路面の材質変更

④　引戸への扉の取替え

⑤　洋式への便器の取替え

⑥　①～⑤に付帯して必要となるその他

の　住宅改修

お問い合わせ先
苫前町在宅介護支援センター
（�4-2211内線234・274）
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「吐く」という症状の多くは腹痛、下痢などの症状を伴

うことが多く、原因の大部分はウイルス性の胃腸炎で

す。これは病気の原因であるウイルスがお腹に入り、

体がそれを外に出そうとするため、吐いたり、下痢に

なったりします。

ウイルスは便などから手へ、手から口へとつながり、

家族や同級生に次々と感染します。手洗いが予防の重

要な手段になるのはそのような理由からです。感染者

のそばの人はよく手を洗いましょう。（大人にも感染し

ます）同じような症状は、食中毒のときにも起こりま

すが、たとえ夏でも胃腸炎の方がずっと多いです。

嘔吐はその他にもさまざまな原因で起こります。風

でのどが痛いときや、痰が多く出るときも子どもはよ

く吐きます。咳をしすぎて吐く子どもも沢山います。

大人では時々不安や緊張からお腹が痛くなったり、吐

いたりする人もいるでしょう。子どもでも同じことが

しばしば起こります。また、よく心配になるのが、高

熱や頭痛を伴う場合です。高熱の場合、心配なのが髄

膜炎ですが、この見方は以前述べたのでここでは略し

ます。（２月号を参照ください）

疑った場合は、至急受診してください。頭をけがした

後、繰り返し吐いた場合も診察が必要です。

吐いているときは、脱水に気をつけてください。特

に子どもが小さいときほど脱水は危険です。なお、二

ヶ月未満の赤ちゃんの嘔吐は、それより大きい子ども

とと原因がまったく違うことがありますので、受診し

て相談ください。

北海道立羽幌病院

子どもの症状の見分け方やその対処 嘔吐（おうと）

つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

○
五
年
以
上
連
続
表
彰
―
一
世
帯

伊
　
藤
　
義
　
勝
（
字
旭
）

○
三
年
連
続
表
彰
―
二
世
帯

長
　
瀬
　
ミ
ツ
エ
（
字
苫
前
）

早
　
川
　
ト
ミ
子
（
字
古
丹
別
）

○
二
年
連
続
表
彰
―
四
世
帯

布
　
市
　
誠
　
二
（
字
旭
）

渡
　
邊
　
政
　
美
（
字
苫
前
）

牧
　
野
　
清
　
美
（
字
古
丹
別
）

早
　
川
　
ト
ミ
子
（
字
古
丹
別
）

苫
前
町
国
保
で
は
、
保
健
事
業
の

一
環
と
し
て
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
二
ヶ
年

以
上
継
続
し
て
一
度
も
病
院
な
ど
に

か
か
ら
ず
（
無
受
診
）、
し
か
も
国
保

の
保
険
税
を
全
期
納
期
内
に
完
納
さ

れ
た
世
帯
に
対
し
て
記
念
品
（
温
泉

入
浴
回
数
券
）
を
贈
り
表
彰
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
本
年
度
は
七
世
帯

（
前
年
度
世
帯
数
同
数
）が
対
象
と
な

り
、
八
月
十
九
日
に
表
彰
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
（
世
帯
主

名
）
は
次
の
方
々
で
す
。

来
年
度
以
降
も
、
さ
ら
に
多
く
の

世
帯
が
国
保
優
良
世
帯
表
彰
の
対
象

と
な
る
よ
う
、
保
険
税
の
納
期
内
納

入
と
家
族
全
員
の
健
康
保
持
増
進
を

日
頃
か
ら
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

国
保
優
良
世
帯
の
表
彰
を
実
施
し
ま
し
た

国
保
優
良
世
帯（
平
成
十
五
年
度
表
彰
世
帯
）

〈
敬
称
略
〉

生
活
習
慣
病
は
、「
自
分
は
健
康
だ

か
ら
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
て
も
、

運
動
不
足
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
気
づ

か
な
い
う
ち
に
じ
わ
じ
わ
と
進
行
し

て
い
る
病
気
で
す
。
早
め
に
生
活
習

慣
を
見
直
し
て
、
改
善
す
れ
ば
健
康

に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
年
に
一

度
は
健
康
診
査
を
受
け
て
病
気
の
予

防
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

年
に
一
度
は
健
康
診
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
。



み
ん
な
で
守
ろ
う

『
ご
み
分
別
ル
ー
ル
』
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※
ス
プ
レ
ー
缶
や
携
帯
ガ
ス
ボ
ン
ベ

等
の
中
身
は
引
火
性
が
あ
り
、
爆
発

す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
必

ず
穴
を
開
け
、
中
身
を
抜
き
取
っ
て

か
ら
「
破
砕
ご
み
」
と
し
て
出
し
て

下
さ
い
。

ご
み
処
理
を
し
て
い
る
「
き
ら
り

サ
イ
ク
ル
工
房
」
で
は
、
実
際
に
破

砕
機
の
中
で
ス
プ
レ
ー
缶
が
原
因
と

思
わ
れ
る
爆
発
事
故
が
お
き
て
い
ま

す
。
幸
い
今
回
の
事
故
で
は
、
火
災

や
機
械
の
損
傷
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
大
き
な
事
故
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
こ
と
か
ら
、

必
ず
穴
を
開
け
て
中
身
を
抜
き
取
っ

て
か
ら
破
砕
ご
み
と
し
て
出
し
て
下

さ
い
。

ル
ー
ル
を
守
り
、
ご
み
分
別
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

羽
幌
町
外
２
町
村
衛
生
施
設
組
合

苫
　
　
　
　
　
前
　
　
　
　
　
町

公
正
証
書
は
、
公
証
人
が
作

成
す
る
公
文
書
で
強
い
証
拠
力

が
あ
り
、
争
い
ご
と
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
賃
貸
・
売
買
・
債

務
弁
済
、
協
議
離
婚
な
ど
多
く

の
契
約
や
遺
言
に
広
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
、
公
正
証
書
の
作

成
の
ほ
か
私
文
書
の
認
証
、
日
　

付
の
証
明
な
ど
公
証
業
務
に
つ
　

い
て
の
ご
相
談
は
、
土
曜
、
日
　

曜
、
祝
日
を
除
き
無
料
で
行
っ

て
い
ま
す
（
電
話
で
も
可
）。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
尋
ね
下
さ

い
。

◆
旭
川
公
証
人
合
同
役
場

旭
川
四
条
通
九
丁
目

朝
日
生
命
旭
川
ビ
ル
２
階

℡
〇
一
六
六
―
二
三
―
〇
〇
九
八
　

�
〇
一
六
六
―
二
三
―
五
五
五
三

◆
名
寄
公
証
役
場

名
寄
市
西
一
条
南
九
丁
目
三
五

℡
・
�
〇
一
六
五
四
―
三
―
三
一
三
一

み
ん
な
で
守
ろ
う

『
ご
み
分
別
ル
ー
ル
』

ごみを出すときの分別ル
ールが守られていないもの
が見受けられます。今後、
各家庭に配付済「分別のて
びき」による分別ルールの
再確認にご協力をお願いし
ます。

町
税
の
納
期

９月今
月
は

国
民
健
康
保
険
税
（
第
三
期
）

介
護
保
険
料
（
第
三
期
）

の
納
入
月
で
す
。

納
期
内
納
入
に

ご
協
力
願
い
ま
す
。

風力発電の売電状況
（町営分）

15年の実績（１月～７月分）
２３，７８４，１８３円

平成15年７月分の実績
・供給電力量
８７，６００ｋＷｈ
１，０９９，１６１円
（設備利用率５．３５％）

苫前町の交通事故情報
平成15年７月末現在

発生件数　死者数　負傷者数

８件 ０人　　１４人

交通事故死ゼロ日数は

７月31日現在で439日

①
水
洗
い
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の

缶
類
・
び
ん
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

②
キ
ャ
ッ
プ
が
取
り
外
さ
れ
て
い
な
　
　

い
も
の

び
ん
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

③
ラ
ベ
ル
が
取
り
外
さ
れ
て
い
な
い
　

も
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

④
付
着
物
の
取
り
除
き
、
水
洗
い
が
　

さ
れ
て
い
な
い
も
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

※
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
等
の
食
べ
残
し
は

生
ご
み
と
し
て
、
容
器
は
水
洗
い
し

出
し
て
下
さ
い
。

⑤
衣
類
等
で
綿
以
外
の
も
の
。

衣
　
類

※
布
類
は
綿
50
％
以
上
の
物
だ
け
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
ポ
リ
エ
ス
テ
ル

製
や
セ
ー
タ
ー
、
ジ
ー
パ
ン
な
ど
は

一
般
ご
み
と
し
て
出
し
て
下
さ
い
。

⑥
中
身
が
残
っ
て
い
た
り
、
穴
を
開
　
　

け
て
い
な
い
も
の

ス
プ
レ
ー
缶
・
携
帯
用
ガ
ス
ボ
ン
　
　

ベ
（
破
砕
ご
み
）

10月1日～7日は公証週間
あ
な
た
の
財
産
を
守
る

公
正
証
書
の
利
用
を

建設現場で働く方々のための業界退職金制度です。
全国どこでも！事業主が変わっても退職金は通算できます。

加入できる事業主：建設業を営む方なら誰でも
対象となる労働者：ほとんどすべての建設業の現場で働く人
掛金：日額３００円（平成１５年１０月１日から３１０円）

掛金は、全額事業主負担で、損金または必要経費として　
処理できます。

☆事業主の皆様へ

・申込手続きは簡単で、経営事項審査で加点されます。掛金　
は、全額非課税で国が一部負担します。

☆建設現場で働く皆様へ

・建退共の手帳を持っていますか？事業主が変わっても退職　
金は通算して計算されます。宿泊割引やレンタカー割引も　
行っています。
詳しくは、最寄の建退共北海道支部へお問い合わせください。

〒060-0004 札幌市中央区北４条西３丁目
TEL 001-261-6186 http://www.alles.or.jp/̃kentail/

≪知っていますか？建退共制度≫
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１　等　１億５０００万円×２０本

前後賞　　　２５００万円×４０本

組違い賞　　１０万円×１９８０本　

２　等　１０００万円×　　２０本

３　等　　１００万円×　２００本

４　等　　　　５万円×　　３万本

５　等　　　　１万円×　２０万本

６　等　　３０００円×１００万本

※　「オータムジャンボ」は小額賞金が充実

していますし、通信販売で購入すること

ができます。

◎　この宝くじの収益金は、市町村の明るい

街づくりや環境対策、高齢化対策など地域

住民の福祉向上のために使われています。

◎発売期間　９月２５日～１０月１０日

◎抽選日　１０月１５日

『オータムジャンボ宝くじ』
９月２５日発売開始！
１等前後賞併せ２億円

一
部
支
給
　
四
二，

三
六
〇
円
〜

一
〇，

〇
〇
〇
円

（
所
得
に
応
じ
て
十
円
き
ざ
み
）

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当
支
給
事
業

身
体
や
精
神
に
法
で
定
め
る
程

度
の
障
害
を
も
つ
二
〇
歳
未
満
の

子
ど
も
を
扶
養
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
子
ど
も

が
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場

合
や
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合
は
除
か
れ
ま
す
。

☆
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
額
（
月
額
）

一
級
該
当
　
五
一，

五
五
〇
円

二
級
該
当
　
三
四，

三
三
〇
円

不
明
な
点
な
ど
詳
し
く
は
町
民

課
住
民
係
（
四
ー
二
二
一
一
内
線

二
二
三
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

☆
児
童
手
当
支
給
額
（
月
額
）

第
一
子
・
第
二
子
　
五，

〇
〇
〇
円

第
三
子
以
降
　
　
一
〇，

〇
〇
〇
円

◆
児
童
扶
養
手
当
支
給
事
業

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
の
い

な
い
（
死
亡
、
離
婚
、
生
死
不
明

等
）
ま
た
は
、
い
て
も
重
度
の
障

害
者
で
あ
る
家
庭
で
、
十
八
歳
未

満
（
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
降
の

最
初
の
三
月
ま
で
）
の
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
他
の
公
的
年
金
受

給
者
や
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以

上
の
場
合
は
除
か
れ
ま
す
。

☆
児
童
扶
養
手
当
支
給
額
（
月
額
）

全
部
支
給
　
四
二，

三
七
〇
円

◆
児
童
手
当
支
給
事
業

児
童
手
当
は
、
六
歳
到
達
後
最

初
の
三
月
三
一
日
ま
で
に
あ
る
児

童
（
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
）

を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
（
一
月
か

ら
五
月
ま
で
の
月
分
に
つ
い
て
は

前
々
年
）
所
得
が
一
定
額
以
上
の

場
合
に
は
、
児
童
手
当
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
出
生
、
転
入
等
に
よ

り
新
た
に
受
給
資
格
が
生
じ
た
場

合
、
児
童
手
当
を
受
給
す
る
に
は

役
場
窓
口
に
児
童
手
当
認
定
請
求

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
児
童
手

当
の
支
給
は
、
認
定
請
求
し
た
日

の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
開
始
さ

れ
ま
す
。

子
ど
も
の
手
続
き
　
　
　
　

お
済
で
す
か
？

児

童

手

当

児

童

扶

養

手

当

特
別
児
童
扶
養
手
当

留萌地方石油業協同組合は、「救急救命１１９番
/かけこみ１１０番」を実施しています。
こんな時は、ガソリンスタンドへ
・交通事故にあった　・知らない人に誘われた
・ストーカー行為などを受けた
・暴力にあった　　　・急に体調が悪くなった
・ひったくりにあった

ガソリンスタンドは
１１０番１１９番連絡所

10月１～７日は、全国道路標識週間で

す。この期間は、道路標識に対する関心

を高め、標識の果たす役割を理解してい

ただくことを目的に、親しみと潤いのあ

る標識整備を進めております。道路案内

や安全走行の充実を図るため、より一層

わかりやすい利用しやすいものとするた

め、皆様のご意見やアイデアをお待ちし

ております。

ご意見等お気軽にお寄せください。

～問い合わせ先～

留萌開発建設部　道路２課

０１６４‐４２‐２３１１

留萌土木現業所　道路建設課

０１６４‐４２‐１５１１

全国道路標識週間
１０月１日～７日

戸
籍
の
小
箱

工
藤
　
瑠
衣

る

い

隆
／
智
恵
美
７
月
10
日
古
丹
別

今
野
　
菜な

月つ
き

雄
一
／
百
代
８
月
２
日
苫
　
前

久
保
慧け

い

太た

郎ろ
う

孝
／
八
重
子
８
月
４
日
古
丹
別

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

住
所

ご
成
長
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す

二女長女長男

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

千
葉
恵
以
子
（
46
歳
）
７
月
15
日

苫
　
前

林
　
　
タ
イ
（
83
歳
）
８
月
３
日

上
　
平

藤
田
　
ス
ヱ
（
77
歳
）
８
月
10
日

古
丹
別

氏
名

年
齢

死
亡
日

住
所

小
　
畑
　
洋
　
起
（
苫
　
前
）
阿
　
部
　
京
　
子
（
士
別
市
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末
長
く
お
幸
せ
に

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付

○
苫
前
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
様

○
古
丹
別
　
濱
　
本
　
和
　
美
　
様

○
苫
　
前
　
古
　
谷
　
カ
ツ
イ
　
様

各
町
内
会
及
び
老
人
ク
ラ
ブ
へ
寄
付

（
古
丹
別
町
内
会
へ
）

○
古
丹
別
　
濱
　
本
　
和
　
美
　
様

（
上
平
町
内
会
へ
）

○
上
　
平
　
林
　
　
　
一
　
彦
　
様

（
九
重
白
葉
会
へ
）

○
九
　
重
　
伊
　
藤
　
フ
　
ミ
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す
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▽
こ
の
夏
、
四
才
と
も
う
す
ぐ
二
才

の
子
ど
も
と
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
し

た
。
子
ど
も
の
頃
に
参
加
し
た
記
憶

が
甦
る
。
▽
ラ
ジ
オ
か
ら
昔
と
変
わ

ら
ぬ
歌
「
新
し
い
朝
が
来
た
。
希
望

の
朝
だ
〜
」
か
ら
始
ま
り
、
ラ
ジ
オ

体
操
第
一
・
第
二
と
進
み
、
参
加
証

に
印
鑑
を
も
ら
う
。
そ
の
光
景
は
、

今
も
同
じ
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。

▽
そ
こ
に
は
、
必
ず
体
操
の
お
じ
さ

ん
の
姿
が
（
苫
前
地
区
子
ど
も
会
の

事
務
局
長
）
。
子
ど
も
達
か
ら
も
慕

わ
れ
て
い
た
。
▽
地
域
の
子
ど
も
の

た
め
と
は
言
え
、
自
分
の
子
ど
も
は

自
立
し
て
い
る
中
、
頭
が
下
が
る
思

い
で
あ
る
。
▽
凶
悪
な
青
少
年
犯
罪

が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
今
日
、
地
域
で

の
子
ど
も
会
活
動
が
子
ど
も
の
健
全

育
成
の
一
役
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

編
集
雑
記
帳

人 の う ご き

◎人口／４，３５６人　（－１５）
男／２，０６１人　（－　４）
女／２，３０６人　（－１１）

◎世帯／１，７９６世帯（±　０）

７月３１日現在（ ）内前月比

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
町
内
の
保
育

所
（
園
）
・
小
・
中
学
校
・
高
校
の

園
児
や
児
童
生
徒
の
作
品
を
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
作
品
を
紹
介
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

十
月
号
の
予
定
は
古
丹
別
保
育
所

の
園
児
の
み
な
さ
ん
で
す
。

力昼小学校の児童の作品

「日本の天然記念物」

はねのところ
がうまくいっ
た。ふくろう
の形が難しか
った。

６年

佐々木恵里さん

学研の図鑑「鳥」

顔がへんにな
ってしまいま
した。字がう
まくいった。

５年

金澤　恒慧くん

「鳥の図鑑」

色ぬりがうま
くいった。よ
かった。

１年

若狭　未来ｓん

「鳥の図鑑」

いろんな色を
使ったので少
しぐちゃぐち
ゃになってし
まいました。

４年

蓮見　一輝くん

「鳥の図鑑」

大きい鳥がう
まく書けた。

１年

佐藤　翔太くん

８月２２日苫前商業高校は、総合学習の一環として
全校生徒９６名による古丹別市街地の老人宅や障害者
世帯、商店街、公共施設等２０箇所の窓ふきや草取り
清掃ボランティアを実施した。
清掃を受けた高野勝さんは、「暑い日の草取りは身体
に負担がかかりなかなか出来ないので大変助かりま
す。」とお礼を述べ、生徒達も気持ちよく作業していた。


